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事業会計決算の審査意見について  

 

地方公営企業法第３０条第２項の規定により，審査に付され

た平成１６年度能美町特定環境保全公共下水道事業・江能広域

事務組合水道事業・能美町交通事業・能美町国民宿舎事業会計
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第 １  審 査 の 概 要 

 

１ 審査の対象 

   平成１６年度能美町特定環境保全公共下水道事業会計決算  

 

２ 審査の期間 

平成１７年３月１日から平成１７年４月６日 

 

３ 審査の場所 

本庁監査委員事務局 

 

４ 審査の手続 

   審査に付された決算報告書，財務諸表，事業報告書及び付属明細書について

関係法令に準拠して作成され，当事業の経営成績及び財政状態を適正に表示し

ているかどうかを検証するため，総勘定元帳その他の会計帳票及び関係証書類

との照合等通常実施すべき審査手続を実施したほか，必要と認めたその他の審

査手続を実施した。 

 

第 ２  審 査 の 結 果 

 

審査に付された決算報告書，財務諸表，事業報告書及び付属明細書は，関係

法令に準拠して作成されおり，当事業の当年度の経営成績及び当年度末現在の

財政状態を適正に表示しているものと認められた。  

   審査の結果の詳細は，以下のとおりである。 

 

１ 事業の概要 

平成１６年１０月末現在で，処理区域内人口が３，５０２人で前年度に比べ 

５４人（１．５％）の減，総処理水量は，１５５，８６６ｍ３で前年度に比べ

１２５，３９５ｍ３（４４．６％）の減となり，また，有収率は，７０．６％

（前年度７６．１％）である。 
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平成１６年度数値は平成１６年１０月末現在  

区    分 平成１５年度 平成１６年度 増   減 

処理区域内人口 （人） ３，５５６ ３，５０２ △５４ 

年間総処理水量（ｍ３） ２８１，２６１ １５５，８６６ △１２５，３９５ 

１日平均処理水量（ｍ３） ７７１ ７２８ △４３ 

年間有収水量 （ｍ３） ２１４，００６ １０９，９９８ △１０４，００８ 

有 収 率   （％） ７６．１ ７０．６ △５．５ 

 

２ 収支の状況 

収益的収入は１１６，７１４，８２８円で収益的支出は１１６，７１４，８

２８円，収支は０円となっている。資本的収入は７２，５０６，３６４円で資

本的支出は８５，３５２，２２８円，不足する額１２，８４５，８６４円は，

過年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額３，３８２，７０１円及び過

年度損益勘定留保資金９，４６３，１６３円で補填されている。  

 

（１）収益的収入及び支出 

 収 入                  平成１６年１０月末日 （円） 

区     分 予  算  額 決  算  額 

款 下水道事業収益 220,061,000    117,787,751    

項 営業収益 88,753,000    49,793,164    

項 営業外収益 131,308,000    67,994,587    

 

支 出                             （円） 

区     分 予  算  額 決  算  額 

款 下水道事業費用 215,263,000    117,525,710    

項 営業費用 131,050,000    75,941,367    

項 営業外費用 84,213,000    41,584,343    

 （注） 本表の金額は消費税を含む。 
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（２）資本的収入及び支出 

  

収 入                  平成１６年１０月末日 （円） 

区     分 予  算  額 決  算  額 

款 資本的収入 576,752,000    72,506,364    

項 企 業 債 126,900,000    0    

項 出 資 金 80,000,000    60,000,000    

項 国庫補助金 243,200,000    0    

項 県補助金 4,950,000    0    

項 負 担 金 121,702,000    12,506,364    

 

支 出                             （円） 

区     分 予  算  額 決  算  額 

款 資本的支出 656,074,000    85,352,228    

項 建設改良費 560,552,000    37,359,060    

項 償 還 金 95,522,000    47,993,168    

（注） 本表の金額は消費税を含む。 

 

３ 経営成績 

   営業収益は４８，９８２，２８２円で前年度に比べ２７，５３０，０３９円

（３６．０％）減少，営業費用は７４，３３６，５０６円で前年度に比べ３７，

６１１，４５６円（３３．６％）減少している。  

一方，営業外収益では６７，７３２，５６４円で前年度に比べ５２，１０８，

６８０円（４３．５％）減少，営業外費用は４２，３７８，３２２円で前年度

に比べ４２，０２７，２６３円（４９．８％）減少している。 

なお，営業収益，営業外収益及び営業費用，営業外費用，また，当年度経常

利益は，すべて合併による１０月末現在で表しているので，対前年度比は大幅

に増減している。 
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（１）事業収入費用に関する事項  

 

収 入       平成１６年度数値は平成１６年１０月末現在  （円） 

区    分 平成１５年度 平成１６年度 増   減 

営業収益 76,512,321   48,982,282   △27,530,039   

営業外収益 119,841,226   67,732,546   △52,108,680   

 

費 用                             （円） 

区    分 平成１５年度 平成１６年度 増   減 

営業費用 111,947,962   74,336,506   △37,611,456   

営業外費用 84,405,585   42,378,322   △42,027,263   

 

４ 財政状態 

   貸借対照表の前年度対比では，有形固定資産が４，８４６，６６８円増加，

流動資産が１６６，８９１，３１６円増加し，資産総額は１７１，５８９，９

０２円（２．７％）増加している。 

   一方，負債及び資本では借入資本金（企業債）が４７，３６２，３６３円減

少，自己資本が６０，０００，０００円増加，剰余金は１２，０２０，９５９

円増加，資本合計は２４，６５８，５９６円増加し，負債で１７１，５８９，

９０２円増加している。 

   総資産に対する固定資産の占める割合を示す固定資産構成比率は，９６．７％

（前年度９９．３％）つづいて総資本に対する自己資本の占める割合を示す自

己資本構成比率は，６０．８％（前年度６１．４％）となっている。  

   なお，財政状態の数値についても，合併による１０月末現在で表しているの

で，対前年度比は大幅に増減している。 

 

５ 決算の適否 

   提出された決算書に基づき，諸帳簿及び証拠書類との照合等，慎重に審査を

行ったが，その結果は計数に誤りのないものと認めた。 
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第 １  審 査 の 概 要 

 

１ 審査の対象 

   平成１６年度江能広域事務組合水道事業会計決算  

 

２ 審査の期間 

平成１７年３月１日から平成１７年４月６日 

 

３ 審査の場所 

本庁監査委員事務局 

 

４ 審査の手続 

   審査に付された決算報告書，財務諸表，事業報告書及び付属明細書について

関係法令に準拠して作成され，当事業の経営成績及び財政状態を適正に表示し

ているかどうかを検証するため，総勘定元帳その他の会計帳票及び関係証書類

との照合等通常実施すべき審査手続を実施したほか，必要と認めたその他の審

査手続を実施した。 

 

第 ２  審 査 の 結 果 

 

審査に付された決算報告書，財務諸表，事業報告書及び付属明細書は，関係

法令に準拠して作成されおり，当事業の当年度の経営成績及び当年度末現在の

財政状態を適正に表示しているものと認められた。  

   審査の結果の詳細は，以下のとおりである。 

 

１ 事業の概要 

平成１６年１０月末現在で，給水戸数が１３，５４６戸で前年度に比べ２６ 

戸（０．２％）の増，年間総配水量は，２，２２２，４７６ｍ３で前年度に比

べ１，５０５，３３９ｍ３（４０．４％）の減となり，また，有収率は８７．

０％（前年度８７．３％）である。 
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平成１６年度数値は平成１６年１０月末現在  

区    分 平成１５年度 平成１６年度 増   減 

給水戸数   （戸） 13,520  13,546  26  

年間総配水量 （ｍ３） 3,727,815  2,222,476  △1,505,339  

１日最大配水量（ｍ３） 12,166  12,391  225  

１日平均配水量（ｍ３） 10,815  10,385  △430  

年間給水量  （ｍ３） 3,253,609  1,933,932  △1,319,677  

有 収 率   （％） 87.3  87.0  △0.3  

 

２ 収支の状況 

総収益は６０９，５２５，６０１円で総費用は５１３，１８９，５７８円，

当年度純利益は９６，３３６，０２３円となっている。資本的収入は，１２，

６７１，７０８円で資本的支出９３，９８６，０５２円，不足する額８１，３

１４，３４４円は，当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額２４０，

５３９円，過年度損益勘定留保資金６７，７０６，８９６円，当年度損益勘定

留保資金１３，３６６，９０９円で補填されている。  

 

（１）収益的収入及び支出 

  

収 入                  平成１６年１０月末日 （円） 

区     分 予  算  額 決  算  額 

款 水道事業収益 1,028,631,000    639,600,881    

項 営業収益 1,017,109,000    631,125,569    

項 営業外収益 11,521,000    8,475,312    

項 特別利益 1,000    0    
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支 出                             （円） 

区     分 予  算  額 決  算  額 

款 水道事業費 1,026,378,000    542,992,158    

項 営業費用 871,050,000    457,633,961    

項 営業外費用 152,327,000    85,358,197    

項 特別損失 1,000    0    

項 予 備 費 3,000,000    0    

 （注） 本表の金額は消費税を含む。 

 

（２）資本的収入及び支出 

  

収 入                  平成１６年１０月末日 （円） 

区     分 予  算  額 決  算  額 

款 資本的収入 202,128,000    12,671,708    

項 企 業 債 17,000,000    0    

項 出 資 金 0    0    

項 工事負担金 167,327,000    12,671,708    

項 固定資産売却代金 1,000    0    

項 補 助 金 17,800,000    0    

 

支 出                             （円） 

区     分 予  算  額 決  算  額 

款 資本的支出 394,407,000    93,986,052    

項 建設改良費 247,193,000    21,870,053    

項 企業債償還金 146,366,000    72,115,999    

項 国庫補助金返還金 848,000    0    

 （注） 本表の金額は消費税を含む。 
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３ 経営成績 

   営業収益は６０１，２３９，５２４円で前年度に比べ４１２，１０２，６４

５円（４０．７％）減少，営業費用は４４７，４８１，２１２円で前年度に比

べ３９９，７４４，５３０円（４７．２％）減少している。 

一方，営業外収益では８，２８６，０７７円で前年度に比べ８，２８９，４

４７円（５０．０％）減少，営業外費用は６５，７０８，３６６円で前年度に

比べ７１，７９４，３９６円（５２．２％）減少している。  

   この結果，経常利益は９６，３３６，０２３円（前年度４５，１８９，１８

９円）となっている。 

なお，営業収益，営業外収益及び営業費用，営業外費用，また，当年度経常

利益は，すべて合併による１０月末現在で表しているので，対前年度比は大幅

に増減している。 

 

（１）事業収入費用に関する事項  

 

収 入       平成１６年度数値は平成１６年１０月末現在  （円） 

区    分 平成１５年度 平成１６年度 増   減 

営業収益 1,013,342,169  601,239,524  △412,102,645  

営業外収益 16,575,524  8,286,077  △8,289,447  

 

費 用                             （円） 

区    分 平成１５年度 平成１６年度 増   減 

営業費用 847,225,742  447,481,212  △399,744,530  

営業外費用 137,502,762  65,708,366  △71,794,396  

 

４ 財政状態 

   貸借対照表の前年度対比では，有形固定資産が８５，２３０，１９４円減少，

流動資産が７９，０４６，３５６円増加し，資産総額は６，１８３，８３８円

（０．１％）減少している。 
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   一方，負債及び資本では借入資本金（企業債）が７２，１１５，９９９円減

少，自己資本の増減はなく，剰余金は１０７，６９８，２０２円増加，資本合

計は３５，５８２，２０３円増加し，負債で４１，７６６，０４１円減少して

いる。 

   総資産に対する固定資産の占める割合を示す固定資産構成比率は，８７．９％

（前年度８９．３％）つづいて総資本に対する自己資本の占める割合を示す自

己資本構成比率は，５１．０％（前年度４９．１％）となっている。  

   なお，財政状態の数値についても，合併による１０月末現在で表しているの

で，対前年度比は大幅に増減している。 

 

５ 決算の適否 

   提出された決算書に基づき，諸帳簿及び証拠書類との照合等，慎重に審査を

行ったが，その結果は計数に誤りのないものと認めた。  
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第 １  審 査 の 概 要 

 

１ 審査の対象 

   平成１６年度能美町交通事業会計決算 

 

２ 審査の期間 

平成１７年３月１日から平成１７年４月６日 

 

３ 審査の場所 

本庁監査委員事務局 

 

４ 審査の手続 

   審査に付された決算報告書，財務諸表，事業報告書及び付属明細書について

関係法令に準拠して作成され，当事業の経営成績及び財政状態を適正に表示し

ているかどうかを検証するため，総勘定元帳その他の会計帳票及び関係証書類

との照合等通常実施すべき審査手続を実施したほか，必要と認めたその他の審

査手続を実施した。 

 

第 ２  審 査 の 結 果 

 

審査に付された決算報告書，財務諸表，事業報告書及び付属明細書は，関係

法令に準拠して作成されおり，当事業の当年度の経営成績及び当年度末現在の

財政状態を適正に表示しているものと認められた。  

   審査の結果の詳細は，以下のとおりである。 

 

１ 事業の概要 

平成１６年１０月末現在で，一般旅客が１１３，０６５人で前年度に比べ７

２，４５６人の減，高速旅客が１５６，６７０人で前年度に比べ１２４，９０

９人の減，定期旅客が２９３，３００人で前年度に比べ１９９，９００人の減，

車両が４７，４２３台で前年度に比べ２７，０００台の減である。  
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平成１６年度数値は平成１６年１０月末現在  

区    分 平成１５年度 平成１６年度 増   減 

一般旅客   （人） １８５，５２１ １１３，０６５ △７２，４５６ 

高速旅客   （人） ２８１，５７９ １５６，６７０ △１２４，９０９ 

定期旅客   （人） ４９３，２００ ２９３，３００ △１９９，９００ 

車  両   （台） ７４，４２３ ４７，４２３ △２７，０００ 

１

日

当

り 

一般旅客（人） ５０８ ５２８ ２０ 

高速旅客（人） ７７１ ７３２ △３９ 

定期旅客（人） １，３５１ １，３７１ ２０ 

車  両（台） ２０４ ２２２ １８ 

 

２ 収支の状況 

収益的収入は３７１，２１４，８２０円で収益的支出は３５６，５３８，２

１４円，収支は１４，６７６，６０６円の純利益となっている。資本的収入は

０円で資本的支出２０，６１６，０７１円，不足する額２０，６１６，０７１

円は，過年度損益勘定留保資金２０，６１６，０７１円で補填されている。  

 

（１）収益的収入及び支出 

  

収 入                  平成１６年１０月末日 （円） 

区     分 予  算  額 決  算  額 

款 汽船事業収入 652,027,000    389,680,948    

項 営業収入 645,577,000    387,746,078    

項 営業外収入 6,450,000    1,934,870    
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. 

支 出                             （円） 

区     分 予  算  額 決  算  額 

款 汽船事業費用 681,233,000    364,657,276    

項 営業費用 648,480,000    360,337,248    

項 営業外費用 15,133,000    4,320,028    

項 特別損失 17,620,000    0    

 （注） 本表の金額は消費税を含む。 

 

（２）資本的収入及び支出 

  

収 入                  平成１６年１０月末日 （円） 

区     分 予  算  額 決  算  額 

款 資本的収入 318,500,000    0    

項 企 業 債 300,000,000    0    

項 固定資産売却代金 18,500,000    0    

 

支 出                             （円） 

区     分 予  算  額 決  算  額 

款 資本的支出 511,507,000    20,616,071    

項 船舶機械 470,000,000    0    

項 企業債償還金 41,507,000    20,616,071    

 （注） 本表の金額は消費税を含む。 

 

３ 経営成績 

   営業収益は３６９，２８１，９７９円で前年度に比べ２５３，８７５，４４

７円（４０．７％）減少，営業費用は３５２，２４５，７３６円で前年度に比

べ２５９，０９１，４９６円（４２．４％）減少している。  

一方，営業外収益では１，９３２，８４１円で前年度に比べ６，８９１，７

３７円（７８．１％）減少，営業外費用は４，２９２，４７８円で前年度に比  
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べ１０，３７１，５５６円（７０．７％）減少している。  

この結果，当年度経常利益は１４，６７６，６０６円（前年度５，９８０，

７３８円）となっている。 

なお，営業収益，営業外収益及び営業費用，営業外費用，また，当年度経常

利益は，すべて合併による１０月末現在で表しているので，対前年度比は大幅

に増減している。 

 

（１）事業収入費用に関する事項  

 

収 入       平成１６年度数値は平成１６年１０月末現在  （円） 

区    分 平成１５年度 平成１６年度 増   減 

営業収入 623,157,426   369,281,979   △253,875,447   

営業外収入 8,824,578    1,932,841   △6,891,737   

 

費 用                             （円） 

区    分 平成１５年度 平成１６年度 増   減 

営業費用 611,337,232   352,245,736   △259,091,496   

営業外費用 14,664,034   4,292,478   △10,371,556   

特別損失 0   0   0   

 

４ 財政状態 

   貸借対照表の前年度対比では，有形固定資産が５２，６９５，２００円減少，

流動資産が１８，３５１，２８１円増加し，資産総額は３４，３４３，９１９

円（４．０％）減少している。 

   一方，負債及び資本では借入資本金（企業債）が２０，６１６，０７１円減

少，自己資本の増減はなく，剰余金は１４，６７６，６０６円増加，資本合計

は５，９３９，４６５円減少し，負債で２８，４０４，４５４円減少している。  

   総資産に対する固定資産の占める割合を示す固定資産構成比率は，６９．８％

（前年度７３．２％）つづいて総資本に対する自己資本の占める割合を示す自
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己資本構成比率は，７７．９ ％（前年度７３．１％）となっている。 

   なお，財政状態の数値についても，合併による１０月末現在で表しているの

で，対前年度比は大幅に増減している。 

 

５ 決算の適否 

   提出された決算書に基づき，諸帳簿及び証拠書類との照合等，慎重に審査を

行ったが，その結果は計数に誤りのないものと認めた。  
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第 １  審 査 の 概 要 

 

１ 審査の対象 

   平成１６年度能美町国民宿舎事業会計決算 

 

２ 審査の期間 

平成１７年３月１日から平成１７年４月６日 

 

３ 審査の場所 

本庁監査委員事務局 

 

４ 審査の手続 

   審査に付された決算報告書，財務諸表，事業報告書及び付属明細書について

関係法令に準拠して作成され，当事業の経営成績及び財政状態を適正に表示し

ているかどうかを検証するため，総勘定元帳その他の会計帳票及び関係証書類

との照合等通常実施すべき審査手続を実施したほか，必要と認めたその他の審

査手続を実施した。 

 

第 ２  審 査 の 結 果 

 

審査に付された決算報告書，財務諸表，事業報告書及び付属明細書は，関係

法令に準拠して作成されおり，当事業の当年度の経営成績及び当年度末現在の

財政状態を適正に表示しているものと認められた。  

   審査の結果の詳細は，以下のとおりである。 

 

１ 事業の概要 

平成１６年１０月末現在で，宿泊者が６，３２３人で前年度に比べ３，７３

４人（３７．１％）の減，休憩者が５，４２３人で前年度に比べ３，７３６人

（４０．８％）の減，日帰り入湯者が７８，３０３人で前年度に比べ６６，１

４７人（４５．８％）の減である。 
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平成１６年度数値は平成１６年１０月末現在 （人） 

区    分 平成１５年度 平成１６年度 増   減 

宿 泊 者  １０，０５７ ６，３２３ △３，７３４ 

休 憩 者 ９，１５９ ５，４２３ △３，７３６ 

入 湯 者 １４４，４５０ ７８，３０３ △６６，１４７ 

１日平均宿泊者 ２８ ２９ １ 

１日平均休憩者 ２６ ２６ ０ 

１日平均入湯者 ４１７ ３８８ △２９ 

 

２ 収支の状況 

収益的収入は２０２，５９０，３４８円で収益的支出は２０４，２０７，１

００円，収支は１，６１６，７５２円の純損失となっている。資本的収入は６

０，３２５，０００円で資本的支出６０，３２４，７２８円，残額２７２円と

なっている。 

 

（１）収益的収入及び支出 

  

収 入                  平成１６年１０月末日 （円） 

区     分 予  算  額 決  算  額 

款 事業収益 366,696,000    211,744,888    

項 営業収益 350,550,000    195,518,613    

項 営業外収益 16,146,000    16,226,275    

 

支 出                             （円） 

区     分 予  算  額 決  算  額 

款 事業費用 349,675,000    209,433,992    

項 営業費用 340,068,000    203,795,787    

項 営業外費用 9,607,000    5,638,205    

 （注） 本表の金額は消費税を含む。 
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（２）資本的収入及び支出 

  

収 入                  平成１６年１０月末日 （円） 

区     分 予  算  額 決  算  額 

款 資本的収入 60,325,000    60,325,000    

項 補 助 金 60,325,000    60,325,000    

 

支 出                             （円） 

区     分 予  算  額 決  算  額 

款 資本的支出 79,103,000    60,324,728    

項 建設改良費 40,649,000    39,049,000    

項 車輌運搬具 4,251,000    4,251,000    

項 企業債償還金 34,203,000    17,024,728    

 （注） 本表の金額は消費税を含む。 

 

３ 経営成績 

   営業収益は１８６，３６８，２０３円で前年度に比べ１４６，４８２，６２

１円（４４．０％）減少，営業費用は１９８，５６８，８９５円で前年度に比

べ１４４，０２１，１５１円（４２．０％）減少している。  

一方，営業外収益では１６，２２２，１４５円で前年度に比べ４，５１３，

０１１円（３８．５％）増加，営業外費用は５，６３８，２０５円で前年度に

比べ５，６７８，５４８円（５０．２％）減少している。 

   この結果，当年度経常利益は△１，６１６，７５２円（前年度△９，３４６，

８４１円）となっている。 

なお，営業収益，営業外収益及び営業費用，営業外費用，また，当年度経常

利益は，すべて合併による１０月末現在で表しているので，対前年度比は大幅

に増減している。 
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（１）事業収入費用に関する事項  

 

収 入       平成１６年度数値は平成１６年１０月末現在  （円） 

区    分 平成１５年度 平成１６年度 増   減 

営業収益  332,850,824   186,368,203   △146,482,621   

営業外収益 11,709,134   16,222,145   4,513,011   

 

費 用                             （円） 

区    分 平成１５年度 平成１６年度 増   減 

営業費用 342,590,046   198,568,895   △144,021,151   

営業外費用 11,316,753   5,638,205   △5,678,548   

 

４ 財政状態 

   貸借対照表の前年度対比では，有形固定資産が２０，８３０，０７９円増加，

流動資産が３０，９６８，９９５円増加し，資産総額は５１，７９９，０７４

円（６．５％）増加している。 

   一方，負債及び資本では借入資本金（企業債）が１７，０２４，７２８円減

少，自己資本の増減はなく，剰余金は５５，８３８，５２９円増加，資本合計

は３８，８１３，８０１円増加し，負債で１２，９８５，２７３円増加してい

る。 

   総資産に対する固定資産の占める割合を示す固定資産構成比率は，９５．１％

（前年度９８．７％）つづいて総資本に対する自己資本の占める割合を示す自

己資本構成比率は，３４．５％（前年度２９．８％）となっている。 

   なお，財政状態の数値についても，合併による１０月末現在で表しているの

で，対前年度比は大幅に増減している。 

 

５ 決算の適否 

   提出された決算書に基づき，諸帳簿及び証拠書類との照合等，慎重に審査を

行ったが，その結果は計数に誤りのないものと認めた。  


